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いちき串木野市内就労者優待制度 

 

◎提言内容 

・市内の就労者が市内店舗（加盟店）において買い物をした際に受けられる優遇制度 

・就労者である証明書を提示することで一定額の割引を受けることが出来る。 

 

◎目的 

・当市だけでなく全国的に慢性的な労働者不足を解消し、事業所ひいては当市の発展に繋げ

る 

 

◎現状と展望 

・現在、地方を中心とした慢性的な労働者不足が問題となっている。当会で行ったアンケー

ト調査でも「労働者が足りていない」という回答が数多くあった。原因としてはまず人口減

少が挙げられるが、他にも市内居住者が市外で就労することによる労働力の流出も挙げる

ことができる。人口減少に関しては全国的に起こっていることで歯止めをかけるのはなか

なか難しいのが現状であると感じる。したがって労働力の流出を少しでも抑え、また市外か

らの労働者を確保する事が喫緊の課題である。 

そこで労働者不足解消の一助として市内就労者への優遇制度を提言したい。具体的には

市内就労者である証明書を提示することで一定額の割引を受けることが出来る。という制

度である。 

この制度によりまず市内就労者には通常よりも低価格で商品を購入できる事で「いちき

串木野で働けば安くで買い物が出来る」と感じてもらい、いちき串木野市内で働くことのメ

リットを市内外へアピール出来る。また、いちき串木野での購買人口が増加すれば市内店舗

の売上増にも繋がり、さらに、市外への労働力の流出を抑え、市内での労働力を確保するこ

とができれば、労働力不足により実施できなかった事業の拡大、新商品の開発または新規事

業への参入などにより事業所の発展が見込まれる。さらに国が行っている地方創生の助成

金を活用することで運転資金の財源を確保してみてはどうだろうか。その後は事業所が発

展することで当市の税収も増加するので優遇制度で使用する財源は確保出来るものと思わ

れる。もちろん事業所が発展すれば就労者の賃金増加にも繋がり、より安心していちき串木

野市で暮らしていくことが出来る。 

最後に、いちき串木野市の今後の発展には各事業所の成長が必要不可欠であり、その為に

は民・官が共に知恵を出し合い、協力していくことが大事であると感じている。 
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1、本市の人口と労働者人口の推移 

 

上の表から分かるように平成 12 年から令和 2 年までの 20 年間で 6,755 人（20％）減少

している。世帯数としても平成 12 年が 12,754 世帯であるのに対し令和 2 年は 11,973 世

帯で 781 世帯（６％）減少している。以上の事から人口・世帯数共に年々減少しているこ

とが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （平成 27 年国勢調査より） 



~ 3 ~ 

 

 

上の表は労働力人口と労働力率を示している。 

平成 27 年における本市の労働力人口（就業者及び完全失業者）は 14,008 人で、平成 22

年に比べると 808 人（5.5％）減少している。 

就業者数は 13,289 人で、平成 22 年に比べ 504 人（3.7％）減少している。男女別にみ

ると男性 412 人（5.5％）、女性 92 人（1.5％）となっている。 

以上の事から、本市では人口及び就業者数共に減少している。人口・世帯数の減少は避

けられない事から、市外居住者の労働力確保は喫緊の課題といえる。 

 

 

 

 

 

 
（平成 27 年国勢調査より） 
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２、割引制度について 

 

◎この割引制度は行政・就労者・事業所にとって非常にメリットが大きいと思われる。

市内就労者は市内加盟店において一定の割引を受けることが出来る。そして、飲食店

や小売店は割引制度を利用した就労者からの購買・飲食の増加が見込める。顧客が増

えることで売上が増加し新規雇用や新商品の開発などが行われ企業の成長に繋がる。

また、建設・建築業においては割引制度には一見関係が無いように思えるが、割引制

度を適用している本市で働こうとする者が増加することにより建設・建築業での就業

者の増加が見込める。すると今までは人員不足が原因で実施できなかった事業の拡大

を図る事が出来るようになる。 

このように考えると市内全事業所にメリットがあり、さらに、事業所が拡大・成長

するという事は給与の増加にも繋がり、就労者にとっても割引制度があるため市外よ

りも安くで品物が購入出来る上、給与も増加するという事になる。 

また、事業所が拡大・成長することで法人税の増加も期待できる。さらにいちき串

木野市内で働くことのメリットを知ってもらう事で居住者が増えれば市民税の増加も

見込める。 

このように行政・就労者・事業所の好循環が生まれることは、市外からの移住者の

増加にも期待が持てるので人口減少にも歯止めがかかる可能性もあり、ひいては本市

の発展に大いに繋がることになる。 


